
Fig. 1 Symmetric emergence of microdroplets from homogeneous phase with focused laser. 

 Red cross: focus point. Bar is 10 μm. 
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Fig. 2 Direction emergence of microdroplets under unsymmetric boundary condition.   
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水と有機溶媒からなる 2成分混合溶液の多くは、温度の変化に伴い臨界点を経て 1相状態から

2 相状態へと相分離する。我々はこれまでに臨界点近傍の 1 相状態にある水/有機溶媒の混合溶液

に集光したレーザー光を照射することで、レーザーの光圧や加熱による温度勾配の効果からマイ

クロメートル空間スケールの相分離が誘起されることを発見してきている[1、2]。溶液が水に対し

て有機溶媒の方を多く含む場合、相分離で生じた微小水滴がレーザーの焦点から等方的に湧き出

しながら、流れを形成することも確認した[2]。本研究では、レーザー焦点付近に構造物を配置し

レーザー焦点近傍の空間対称性を破ることにより、湧き出し方向を制御する事を試みた。 

用いた試料は LCST 型の臨界挙動を示す H2O と Triethylamine(TEA)の混合溶液である。H2O と

TEAを体積比 1：1で混合させると、室温では TEA-rich相と H2O-rich相にマクロに分離した 2相

状態を示す。本研究では TEA-rich相を取り出して流路に封入し、0.5 Wの Nd:YAGレーザー（波

長 1064 nm）を照射した。湧き出し領域が平面である場合、図 1 のようにマイクロスケールでの

相分離を確認した。また構造物を配置し、非対称性を付与した流路内で同様に実験を行った。そ

の結果、図 2 のように湧き出す方向の制御を行う事に成功した。今後、空間対称性の破れの条件

を探索することにより、より効率の高い光駆動型ミクロポンプを構築することを目指したい。 
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